団体作成・参考例
○○自治会防犯カメラ設置及び運用管理規定（例示）
○○年○○月○○日

○○○自治会

会長　○○○　○○

（趣旨）

第１条　この規定は、○○自治会内の安全確保を図るため、犯罪の未然防止と犯罪発生時の迅速な対応等を目的とした防犯カメラの設置及びその管理運用に関し必要な事項を定めるものとする。
（設置）
第２条　防犯カメラは、○○自治会、豊中市、防犯協議会が協議の上、犯罪が多発している場所に○○自治会が設置する。設置に際しては、個人のプライバシー等に最大限配慮するものとし、地域の意見や要望を尊重しなければならない。

（設置表示）

第３条　防犯カメラ設置場所の見やすい位置に「防犯カメラ作動中」「設置団体名」「連絡先」を記載した看板等を設置する。
（管理責任者等）

第4条 　防犯カメラの管理責任者（以下「責任者」という。）は、○○自治会長とする。
２　防犯カメラにより撮影された画像データが保存された記録媒体等を回収する者及び撮影された画像を閲覧する者は、責任者が予め指定した者に限る。
（運用）

第５条　防犯カメラの作動・録画については、終日（２４時間）行うものとする。

（画像データの取扱い）

第６条　撮影された画像の保管期間は、特段の事情がある場合を除き７日間とし、保管期間終了後は、設置する機器の機能により、上書き又は消去等を行う。
２　画像を記録した媒体は、施錠等をすることにより管理する。

（画像の利用）

第７条　防犯カメラにより撮影された画像は、犯罪発生の確認及び管理上必要な場合のみ利用することとし、他の目的のために利用してはならない。
２　画像データは、次のいずれかに該当する場合を除き、外部に提供しない。

（1） 裁判所又は捜査機関からの法令に基づく請求の場合、ただし、請求は文書によるものと
し、提供することについて自治会等が必要と認めた場合
（２）個人の生命、身体又は財産の安全を守るため、緊急かつやむを得ないと認められる場合
（３）本人の同意がある場合又は本人へ提供する場合、ただし第三者の画像データを含む画像の除去など第三者の画像データの漏洩防止に十分配慮した場合に限る。
（４）画像を外部に提供する場合は、緊急を要する場合を除き、提供する画像の範囲、提供先、提供理由等について、役員会等に諮らなければならない。
　　　また、緊急を要する場合は、責任者の許可によるものとし、責任者が不在の場合は責任者を代行するものの許可によるものとする。

　　　この場合、画像の提供後、速やかに役員会等に報告しなければならない。

（情報漏洩の防止）

第８条　責任者、自治会役員等、防犯カメラの運用に関わる者、又かつて運用に関わっていた者は、画像データから知り得た個人情報を他に漏らしてはならない。
（苦情等の処理）

第９条　責任者は、その取り扱う防犯カメラの設置等に関する苦情等に適切かつ迅速に対応しなければならない。

（管理規定の周知徹底）

第１０条　責任者は、防犯カメラの運用に関わる者として、自治会等役員に管理規定を周知、徹底しなければならない。
（その他）

第１１条　この規定に定めるもののほか必要な事項は、○○自治会長が別に定める。

　　　附　　則
（施行期日）

　　この規定は、令和　　年　月　　日から施行する。
